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＊ 第一回ツアー（“カムランド”、“穂高砂防観測所”、“飛騨天文台”）平成 14 年 8




























＊ 第二回ツアー（“スーパーカミオカンデ”） 平成14 年 11 月 9 日（土） 
 第二回目は当初“スーパーカミオカンデ”の他に“飛騨天文台”、“上宝観測所”を
予定していたが、“飛騨天文台”は降雪のため移動出来なくなり、また“上宝観測所”
は双方の日程が調整出来ずキャンセルとなり、“スーパーカミオカンデ”のみの見学と
なった。このツアーには富山県より富山高校の生徒が十数名参加したそうです。ノー
ベル賞の話題でもちきりのこの時期にすばらしいタイミングでの見学ではなかったか
と思います。
 今年度も年３回ほどのツアーを予定しているとの担当者の話でした。今年度は“上
宝観測所”の見学は実現できませんでしたが、生徒の理科離れ防止の為にも、また隔
地施設の地元へのアピールの為にも今後は出来る限りの協力が必要であると考えます。 
第一回奥飛騨サイエンスツアーを報道した地元新聞（中日新聞）
サイエンスツアーを報道した地元岐阜新聞記事 
 
丁寧に施設の紹介をする石浦技官（写真上左側背面の人物）と熱心に説明に聞き入る
ツアー参加者（写真下）
